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栃木県におけるダニ媒介性感染症病原体の実態調査 
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要旨 
 県内のダニ媒介性感染症のリスク評価を目的に栃木県内に生息するダニ類及び野生動物(シカ、イノシシ)を対象と

して調査を実施した。2016年～2018年にマダニ218検体、シカ55検体、イノシシ75検体を採取し、つつが虫病と日

本紅斑熱、重症熱性血小板減少症候群(SFTS)の病原体検索を行った。その結果、ヤマトマダニ3検体、キチマダニ1

検体から紅斑熱群リケッチア遺伝子が検出された。また、野生動物のダニ媒介性感染症についての抗体検査を行った

が、結果はすべて陰性であった。 

キーワード：マダニ、つつが虫病、日本紅斑熱、SFTS、野生動物 
 
1 はじめに 

ダニ類によって媒介される感染症は、つつが虫病や日

本紅斑熱、重症熱性血小板減少症候群(SFTS)などがある。

近年、全国的にダニ媒介性感染症が発生しており、日本

紅斑熱は2017年には337件、SFTSは2019年7月までに

453 件の患者報告があり、年々増加傾向がみられる。栃

木県内でのダニ媒介性感染症は、つつが虫病が年に数例

発生している状況だったが、2014 年 11 月に初めて県内

で日本紅斑熱の患者が発生した 1)。また、2013年5月か

ら開始された厚生労働科学研究の「SFTS（重症熱性血小

板減少症候群）制圧に向けた総合研究」2)において、栃

木県内で採取したマダニから SFTS ウイルス遺伝子が検

出されている。本調査では、本県におけるダニ媒介性感

染症の感染リスクを把握するために、ダニ類の生息状況

調査及び、紅斑熱群リケッチアおよびSFTSの病原体保有

状況調査を実施した。更にシカ、イノシシにおいては紅

斑熱群リケッチア及び SFTS ウイルスについて病原体保

有状況調査と抗体保有状況調査も実施したので、その概

要を報告する。 

 

2 材料と方法 

2.1 材料 

2016年～2018年の間に採取したマダニ218個体、シカ

の血清55検体、イノシシの血清75検体を対象とした。

マダニは旗ふり法により地表及び植物から採取したもの

167 個体、栃木県動物愛護指導センターで収容された犬

に付着していたもの50個体、ヒトに刺咬したもの1個体

を材料とした。 

今回、つつが虫の採取も実施したが検体を採取するこ

とはできなかった。 

2.2 方法 

2.2.1 マダニ種の同定及びマダニからの遺伝子抽出 

捕獲したマダニは、形態学的観察により発育ステー

ジ・雌雄・触肢の形・花彩・目の有無からマダニの属を

鑑別した。また、形態鑑別が困難な検体は、マダニから

抽出したDNAを用いてTakanoらの方法 3)によりマダニミ

トコンドリア16SrRNAのDNA配列による種の同定を実施

した。成ダニは1個体を、若ダニ及び幼ダニは約5個体

を 1検体とし、113 検体を検査材料とした。マダニはエ

タノールで洗浄後、メスで切り込みを入れ、細胞破砕機

で破砕し、All Prep DNA RNA Mini kit(QIAGEN)を使用し

DNA、RNAを同時に抽出した。 

2.2.2 野生動物の血液検体からの遺伝子抽出 

野生動物は、全血 200µl から QIAamp DNA Mini 

kit(QIAGEN)を使用し DNA を抽出し、血漿 140µl から

QIAamp Viral RNA Mini kit(QIAGEN)を使用しRNAを抽出

した。 

2.2.3 抽出遺伝子からの病原体検出 

 抽出したDNAは17kDa蛋白抗原をコードする遺伝子を

標的とし、紅斑熱群リケッチア(日本紅斑熱リケッチア

(Rickettsia japonica)を含む)DNA を検出するための

17kDa を 標 的 と し 、 R1-R2 プ ラ イ マ ー 及 び

Rr17.61-Rr17.492 プライマーを用いた Nested-PCR 法に

よ り 紅 斑 熱 群 リ ケ ッ チ ア 遺 伝 子 の 検 出 を

Ex-Taq(TaKaRa)を使用して行った 4)5)。抽出した RNA は

SFTS ウイルスの核蛋白質をコードする NP 遺伝子を標的

とし、プライマーセット1(SFTSV NP-1F/NP-Rd)及びプラ

イマーセット2(SFTSV NP-2F/NP-2Rd)を用いたOne-Step 

RT-PCR 法により SFTS ウイルス遺伝子の検出を SS Ⅲ 

RT/Platinum TaqMix(Thermo Fisher)を使用して行った
6)。陽性となった検体は、ダイレクトシークエンス法に

より増幅産物の塩基配列を決定し、BLAST 検索による同

定を行った。 

2.2.4 野生動物からの抗体検出 

 紅斑熱群リケッチア及び SFTS ウイルスに対する抗体

検出は、国立感染症研究所に依頼した。 
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3 結果 

3.1 マダニの生息状況 
 採取したマダニは218個体で、3種が確認された。内 

訳は、キチマダニ 169 個体(77.5%)、フタトゲチマダニ

30 個体(13.8%)、ヤマトマダニ 19 個体(8.7%)であった。

マダニの採取地区別は表1に、採取したマダニの種、発

育ステージ、雌雄、採取方法別の数は表2に示す。 
3.2 マダニの病原体保有状況 

 ヤマトマダニ 19 検体のうち 3 検体(15.8%)から

Rickettsia helvetica、キチマダニ169検体のうち1検

体(0.6%)からRickettsia raoultiiが検出された(表3)。

R.japonica 及び SFTS ウイルス遺伝子は検出されなかっ

た。 

3.3 野生動物の病原体保有状況 

2016～2018 年に捕獲された、シカ 55 検体、イノシシ

75 検体から紅斑熱群リケッチア及び SFTS ウイルス遺伝

子は検出されなかった。 

3.4 野生動物の抗体保有状況 

 2016～2017 年に捕獲された、シカ 55 検体、イノシシ

18 検体から紅斑熱群リケッチア及び SFTS ウイルスに対

する抗体は検出されなかった。 

 
4 考察 

 今回の調査で採取されたキチマダニ、フタトゲチマダ

ニ及びヤマトマダニは広く全国に生息している普通種で

ある。隣接する福島県では、キチマダニとフタトゲチマ

ダニは積雪期以外ではいつでも採取され、フタトゲチマ

ダニとヤマトマダニの成ダニは春に多く採取されるとの

報告 7)があり、今回の調査はそれと同様の傾向がみられ

た。 

ヤマトマダニの15.8%から R.helvetica が、キチマダ

ニの 0.6%から R.raoultii が検出された。R.helvetica

はヨーロッパ各国で本種による紅斑熱症例が散発してお

り、日本国内でも症例が報告されている 7)。また

表1.マダニの生息状況 

マダニ種 
採取地区 

計(%) 
県北 県南 県東 県西 宇都宮市内 

キチマダニ 30 9  6 124 169(77.5%) 

フタトゲチマダニ 3 14 5 4 4 30(13.8%) 

ヤマトマダニ 8   11  19(8.7%) 

計(%) 41(18.8%) 23(10.5%) 5(2.3%) 21(9.6%) 128(58.7%) 218(100%) 

表2.採取したマダニの内訳 

マダニ種 
発育ステー

ジ 
雌雄 

採取場所別 
計(%) 

植物 収容犬 ヒト 

キチマダニ 成ダニ 雄 9 12 
 

169(77.5%) 
  

雌 16 20 
 

 
若ダニ 雄 2 2 

 

  
雌 104 

  
  幼ダニ   4     

フタトゲチマダニ 成ダニ 雌 6 7 1 

30(13.8%)  
若ダニ 雄 7 

  

  
雌 4 2 

 
  幼ダニ     3   

ヤマトマダニ 成ダニ 雄 9 1 
 19(8.7%) 

 
  雌 6 3   

計(%)     167(76.6%) 50(22.9%) 1(0.5%) 218(100%) 

表3.マダニの病原体保有状況 

採取方法 採取地区 マダニ種 発育ステージ/雌雄 紅斑熱群リケッチア種 

植生マダニ 県西 ヤマトマダニ 成ダニ/雄 R.helvetica 

植生マダニ 県西 ヤマトマダニ 成ダニ/雌 R.helvetica 

収容犬 県西 ヤマトマダニ 成ダニ/雄 R.helvetica 

収容犬 県北 キチマダニ 成ダニ/雌 R.raoultii 
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R.raoultii はヨーロッパや中国で感染症例の報告があ

る 8)9)。藤田らの報告 10)によると、日本のダニ類には

R.japonica 以外の紅斑熱群リケッチアが存在すると報

告されており、今回の調査の結果はそれと同様であった。 

 シカ、イノシシの血液検体から紅斑熱群リケッチアと

SFTS ウイルスの遺伝子および抗体は検出されなかった。

遺伝子検査は検体採取時点での病原体保有を示すもので、

感染から時間が経過すると検出されなくなる。一方、抗

体検査は抗体価の上昇が長時間持続するため、時間が経

過しても検出できる。最近のSFTSウイルスの国内調査で、

ニホンジカの抗体陽性率と患者数には正の相関関係があ

ることが明らかとなっている 11)。これらのことより、県

内のダニ媒介性感染症のリスクを評価する上で野生動物

の抗体検査は非常に有用であり、今後も継続した調査が

必要と考える。 

日本紅斑熱や SFTS を媒介するマダニ種は比較的多種

にわたるが、ダニ種と保有する病原体が限定されるもの

もあり、調査地域のダニ種を明らかにすることはリスク

評価をする上で必要である。今回の調査結果から、栃木

県内のダニ媒介性感染症のリスクは低いと考えられたが、

このような調査を通じて県内にある、又はこれから侵入

の可能性がある病原体を監視することは重要である。今

後も監視を継続していくとともに、県内のダニ対策やダ

ニ媒介性感染症の早期発見や治療等の啓発に寄与したい

と考える。 
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